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01 製造 - 資源採掘、原材料生産、ウエハー、セルおよびパネルの製造

02 03
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非再生可能エネルギーペイバックタイムは、再生可能エネルギーシステムが、システ
ム自体の製造に使用された非再生可能一次エネルギーと同量のエネルギーを生産する
ために必要な期間として定義されます:
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NREPBT year 0ِ׏ אِ׏ אِ׏ ז0ِ

輸送 - 搬送および保管

使用 - 30年間以上の使用期間中の
保守

設置 - 屋根等への取り付け、配線

廃棄  - 解体、リサイクル、廃棄物

処理

太陽電池パネルは以下の4種類を想定しています:

ライフサイクルアセスメント
ライフサイクルアセスメント（LCA）は、以下の各段階におけ
る物質およびエネルギーのフローとそれらに伴う排出を定量化
し、評価するための構造化された包括的な方法です：

対象とする太陽光発電システム
典型的な住宅用太陽光発電システムを対象とし、以下を前提としています:

ヨーロッパにおける3 kWpの屋根設置型太陽光発電システムによるAC発電電力（交流電力）1 kW あ
たりの環境影響を評価
太陽電池パネル、架台、配線材料、インバータおよびシステムの設置を含む
年間発電電力量：976 kWh/kWp/年、年間水平面日射量：1,331 kWh/m²/年
経年劣化：0.7 %/年
使用期間：太陽電池パネルは30年、インバータは15年
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環境への影響
太陽光発電システムからの1 kWhの電力の発電に伴い排出される温室効果ガスは、化石燃料発電から
の排出量（最大1kg-CO2eq/kWh）よりもはるかに少なくなります。
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環境影響の変化
下表は、2021年の太陽光発電システムと比較した、環境影響の変化を示しています。100%以上の場
合は環境への影響が増加したことを示し、100%以下の場合は影響が減少したことを示します。
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For more details, see the accompanying slide deck. 
Download 2020 full LCI report here. 

Download previous fact sheet version here. 
詳細情報問合せ先：

Emily Mitchell, secretary@iea-pvps.org

•   太陽光発電の環境影響プロファイルを他のエネルギー技術と定量的に比較する。
•   市場の成長にとって重要となる環境、健康、安全および持続可能性の問題を定義し、対応する。

Tasǵ א׏ は、国立再生可能エネルギー研究所（NREL）とTotalEnergies OneTechによって共同運営さ
れています。DOEおよびTotalEnergiesからの支援に感謝します。

1. 循環経済（CE）
2. ライフサイクルアセスメント（LCA)
3. エコシステム統合PV（ecoPV）
4. 広範な持続可能性の側面（BSA）
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o 効率の向上（ライフサイクル環境影響の減少）
o ウエハースライス時の切り屑によるロス（カーフロス）の減少と、必要となる多結晶 Si 原料´量

の減少（ライフサイクル影響の減少）
o ソーラーグレードシリコン、ウエハー、セルおよびパネル製造時に消費する電力および熱エネ ル

ギーの減少（ライフサイクル影響の減少）

2021年データとの主な変更点
• 単結晶Si太陽電池パネル：

Task 12の目的

• CdTe PVパネル：
o パネル効率の向上（影響の減少）

• すべての技術：

o ライフサイクルアセスメント方法の新バージョン（影響のわずかな変動）

単結晶 Si 太陽光発電システムにおける温室効果
ガス排出量の経年的な変化
以下の表は、スイスにおける単結晶Si太陽電池パネルを使用した住宅用太陽光発電システムが発電する
電力の温室効果ガス排出量の変化を示しています。効率の向上と製造プロセスの改善により、排出量
（g-CO2eq/kWh）が減少しています。
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https://iea-pvps.org/wp-content/uploads/2020/12/IEA-PVPS-LCI-report-2020.pdf
https://iea-pvps.org/wp-content/uploads/2020/12/IEA-PVPS-LCI-report-2020.pdf
mailto:secretary@iea-pvps.org
https://iea-pvps.org/key-topics/life-cycle-inventories-and-life-cycle-assessments-of-photovoltaic-systems/
https://iea-pvps.org/fact-sheets/fact-sheet-environmental-life-cycle-assessment-of-electricity-from-pv-systems-2022-update/



